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第 2 章においては， ジルコニアおよびチタニアの水平日ゲ、ルが水熱条件下で、脱水結晶化する過程につい
て記述している。溶媒lζ含まれる各種イオンが結晶化温度や結晶相の安定化に及ぼす効果について明ら
かにし， 350 0C まで加熱するだけで 0.2μm 以下と微細で，均一な粒径を持ち， 2 次粒子を含まず，組
成に関しても均質なジルコニアやチタニア酸化物微粉体が得られることを示している。





















(1) ジルコニア水和ゲルを水熱条件下で加熱処理を行なうと， 260 0Cで結晶化が起乙るが乙の温度は大
気中(約 400 OC) に比べかなり低い。また得られる結晶は微細( 30μm以下)で，かっ均一な粒径を
もっ単一粒子から成り，これらの生成過程において高温水の鉱化作用が重要な役割を果していること
を立証している。
(2) ジルコニアの水熱結晶化において， NaOH や LiOH を添加すると 140 0c で立方晶ジルコニアが結晶








(4) 金属 EDTA 錯体は水溶液中において 350~400 oc まで加熱すると，錯体の安定度に応じた温度で急
激i乙分解し，同時に金属酸化物の結晶化が起こる乙とを示し，亜鉛 EDTA 錯体は 350T にて分解し




を 1350 0C ICて 30分間焼成することにより，ほぼ理論密度を持つ透光性の立方品ジルコニア焼結体の
製造 i乙成功している。
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以上のごとく，本論文は水熱結晶化法による酸化物微紛体の生成過程を明らかにするとともに，焼結
性i乙優れた新しい酸化物微粉体の開発にも成功し，新しいセラミックス原料粉体の製造技術の発展に貢
献すると乙ろが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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